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はじめに

　2006年に開始された年間100万尾規模の大量放

流事業により、北海道のマツカワは復活を遂げま

した。近年の全道漁獲量は150トンを超え、今や「幻

のカレイ」ではなくなったといえます。放流され

た人工種苗の漁獲回収率は10％以上にも達し、全

国で展開されている栽培漁業対象種1) のなかでも

トップクラスの成績です。これまで人工種苗生産・

放流に携わってきた方々の尽力により、マツカワ

の栽培漁業対象種としての高い適性が存分に引き

出され、本道太平洋沿岸の高い海域生産力と見事

に合致したことによる成果といえるでしょう。

　現在水揚げされているほとんどのマツカワは、

放流された人工種苗が海で成長したものです。し

かし、囲いがない海に放流されたわけですから、

漁獲を逃れた個体も、放流を重ねるにつれ次第に

増えていくと考えられ、なかには相当に高齢なもの

もいると予想されます。これらが親魚となって産卵

することにより、天然生まれの個体が増え、さらに

それらが再び親魚となる自然再生産のサイクルが

確立されたとき、マツカワ資源は本格的に自立再

生への軌道に乗ったといえます。本稿では、大量

放流事業も14年目となる現在、人工種苗放流によっ

て再構築されたマツカワ資源がどのような状態に

あるのか概観するとともに、この間に解明された想

像を超える産卵生態、ついに出現し始めた天然魚、

そしてそれらが示す展望について紹介します。

マツカワの資源状態

　マツカワの漁獲量は1970年代から激減したとさ

れ、正確な統計が開始された1994年の全道漁獲量

はわずか1.3トンでした。この間行われた小規模

の試験放流とともに漁獲量は徐々に増加します

が、大量放流世代が漁獲加入（ 2歳）した2008年

に一気に130トンまで飛躍し、その後は150～200

トンで推移しています（図 1）。コホート解析に

より求められた資源量の推移をみると（図 2）、

2009年以降の資源量は300～400トン以上に達して

いること、2010年以降は大量放流世代が順次、成
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図 1　北海道におけるマツカワ漁獲量の推移

図 2　 マツカワ年齢別資源重量の推移（北海道～常磐以
北太平洋海域）
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こと、そして産卵後には再び北海道に回帰するこ

とが実証されたのです4､ 5)（図 3 ）。これらの成果

により、マツカワは北海道～常磐以北太平洋を広

域回遊する単一の資源（系群）とみなされること、

北海道から放流された人工種苗はこれらの広い範

囲に水揚げの恩恵をもたらすことが明確になった

のです。

天然魚の出現

　マツカワの人工種苗を有効に放流する技術を目

指すうえで、天然稚魚の生態は重要な指標となり

ます。そこで技術開発の早い段階から天然稚魚の

採集が試みられてきましたが、2000年代までに行

われた調査では全く見つかりませんでした6)。採

集される稚魚は明らかに人工種苗由来の個体ばか

りだったのです。

　ところが、2010年代に入ると状況は一変しまし

た。上述した産卵親魚量の増加に呼応するように、

熟年齢の 4歳以上に達し、年齢構成が次第に厚み

を増してきた様子がわかります。 4歳以上の資源

量は2015年以降100トンを超え、小さいながらも

産卵親魚群と呼べる規模に成長しています。大量

放流の開始に合わせて、道内の多くの地域では、

全長35cm未満のマツカワを再放流する資源管理

に取り組んできました。このことも一定の効果を

あげていると考えられます。

明らかになった産卵生態

　1935年に出版された古い魚類図鑑のマツカワの

頁に「東京市場へは春、茨城方面から大量に入荷

する」との記述がみられます2）。また、北海道か

ら標識放流した人工種苗の一部が遠く本州の常磐

海域まで移動することは早い段階から知られてい

ました3)。ただ、北海道と常磐海域にマツカワが

分布するとしても、両者の関係は必ずしも明確で

はありませんでした。

　ところが、2010年以降の数年間で飛躍的な進展

がありました。農林水産技術会議事業「放流マツ

カワの産卵生態解明と「産ませてとる」を実践す

る栽培漁業体系の確立」（2010～2013）による一

連の研究によって、マツカワの産卵場が常磐海域

であることが確認され、成熟個体は北海道から往

復1,500kmにもおよぶ超長距離の産卵回遊を行う

図 3　 マツカワ産卵回遊の模式図（Kayaba et al .(2014)を
もとに作図）

図 4　 2017年 8 月にえりも町歌別で採集されたマツカワ
天然稚魚（全長4.3cm）

図 5　 天然魚の外観を示すマツカワ漁獲物（全長48.4cm）．
シミ状の着色が全くない無眼側体表と明瞭で整った
鰭の縞模様に注意
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北海道の浜中町とえりも町で天然稚魚が発見され

ました（図 4）。さらに、それらが成長したもの

と考えられる図 5のような個体が漁獲物にしばし

ば混じるようになっています。なお、図 5の個体

の無眼側体表にみられる小黒斑は、ヒラメの連想

からか人工種苗の体色異常と混同されることが多

いのですが、マツカワ天然魚の多くがこのような

小黒斑を持つことは、上述の古い魚類図鑑にも

はっきりと記述されています。このようなマツカ

ワは2000年代には全くみられなかったものです

が、現在では珍しくなくなっています。室蘭公設

地方卸売市場において観察した例を図 6に示しま

した。現場での観察のため必ずしも正確ではない

可能性はありますが、天然魚の外観を示す個体が

2018年度には 5％以上に達しています。

マツカワ資源のこれから

　天然魚の出現と増加には重要な意味がありま

す。第一に、今まで調べたくてもできなかったマ

ツカワ本来の形態や、食性、成長などの生態が明

らかとなります。これにより、栽培漁業のさらな

る技術向上が期待できます。次に、自然環境下に

おける親世代と子世代の量的関係から、再生産関

係に基づく資源解析が初めて可能となります。こ

れにより、マツカワ資源や漁業の解析に関する具

体的な数値指標が求められ、かつて資源が激減し

た過程や要因に関する考察が可能となります。ま

た、栽培漁業にも新たな展望が得られると期待さ

れます。資源の自然増加力と人工種苗放流、そし

て漁業のあり方、それぞれの役割とバランスに応

じて、様々な自立再生へのシナリオが検討できる

ようになるでしょう。

　現在、マツカワ栽培漁業の現場では魚価安、漁

獲量の地域格差、種苗生産施設の老朽化や種苗生

産不調など問題が山積しています。栽培水産試験

場では、これらの問題解決に向けた試験研究およ

び基礎データ収集に引き続き取り組んでいきま

す。そこで得られた研究成果については改めてご

紹介する予定です。
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図 6　 室蘭公設地方卸売市場において観察された天然魚
の外観を示すマツカワの混入率の推移．エラーバー
は95%信頼区間


